


巻頭言

「滋賀県立大学産学連携センタ ーの歩み2022」の
発刊にあたって

滋賀県立大学

理事・副学長

産学連携センタ ー長

安原 治

大学には教育、 研究に加えて、 第3の役割として地域への貢献が求められています。 とくに、

近年、 産業構造の変化や社会のグロ ーバル化を背景に、 新たな社会的価値の創造、 すなわちイノ

ベーション創出への貢献が大学に求められるようになりました。 産業構造審議会は、「未来ニ ー

ズから新たな価値を創造するイノベーションの創出に取り組むことが必要。 このために、 産学官

の総力を結集して迅速に取り組む必要がある」 としています。

本学では、 大学の基本姿勢として、「地域人材の育成や地域課題の解決に向けた取組、 産学官

連携などを強化し、 地域貢献のリ ーディングモデルとなることを目指す」 こととし、 産学協同の

研究推進を大学活動の柱の一つに挙げています。 この産学官連携の拠点施設として、 平成11年

に「産学共同研究センタ ー」が発足しました。 平成25年から、現在の「産学連携センタ ー」となっ

ています。 発足以来、 本センタ ーは、 研究推進室、 地域ひと ・ モノ ・ 末来情報研究センタ ーなど

との協力のもと、大学の知的資源と企業ニ ー ズのコ ーディネ ータ ーの役割を務めてまいりました。

共同研究を通じて産業界との交流を進め、 研究シー ズを提供し、 企業の研究開発を支援するとと

もに、 本学の教育研究活動の推進にも寄与しています。 このように、 大学の知的 ・ 物的資源を活

用することにより、 地域社会や企業における先端的技術の開発、 新規事業の創出に貢献すること

を目指しています。









2. 産学連携活動の推進

(1) 研究シ ー ズ発表会

本学教員が保有するシーズを発表し、 企業・関係団体との交流を図ることにより共同研究・連携

をさらに発展させることを目的として、 毎年度研究シーズ発表会を開催しています。 2021年度に

ついては、 (4)で記載する研究交流会と合同で開催しました。 過去5年間の研究シーズ発表会の内容

は下記のとおりです。

滋賀県立大学 研究シーズ発表会

テー マ 分野 発表タイトル 発表者 職位 学科（当時）

： 
地域に根差した 1 環境建築 竹と共に生きる社会を目指して 陶器 浩一 教授 環境建築デザイン学科
壊境建築の最前 2 環境建築 地域資源を用いた建築改修 川井 操 准教授 環境建築デザイン学科
線 3 環境建築 地球瞑境と建築デザイン 芦澤 竜一 教授 環境建築デザイン学科

1 ネットワ ーク スマート社会を支える信号処理応用 宮城 茂幸 准教授 電子システム工学科
情報工学 技術

胃
2 電子回路 非接触生体センシングとその応用 井上 敏之 講師 電子システム工学科

滋賀隈立大学 多環式芳香族分子の合成と光・電子2 
「情報応用サロン」 3 有機環境材料 材料への展開 北村 千寿 教授 材料科学科

4 メカ トロニク
ゲルを使った柔らかいロボット 山野 光裕 准教授 機械システム工学科ス研究

5知識情報工学 テキストデータ分析による意思決定 砂山 渡 教授 電了システム工学科

エネルギ 一環 光エネルギーの高効率利用を目指し
1 

境材料
た金属ナノ構造の開発とフラーレン 秋山 毅 准教授 材料科学科
重合体の創製

喜 滋賀隈立大学 2 エネルギ ー と エンジン排気からの物理的および化
河崎 澄 准教授 機械システム工学科

「エネルギ 一環 動力分野 学的手法によるCO2分離回収
境サロン」

3 流体工学
マイクロバブルによる水質浄化と植 南）II 久人 教授 機械システム工学科
物栽培への適用

4 パ ワ ー エレク
坂本 真一 准教授 電子システム工学科トロニクス

熱音響現象を応用した新しいシ
ステムについてのとりくみ

1有機複合材料 高分子材料の新しい機能創生技術
徳満 勝久 教授 材料科学科
竹下 宏樹 准教授 材料科学科

孟 2 機械ダイナミ ブレーキパッドの剛性と鳴き騒音 大浦 靖典 准教授 機械システム工学科
滋賀県立大学

クス
30 精密生産シス 仮想瑕境を用いた技能の解析と訓練

畠
「機能創生サロン」 3 橋本 宣慶 准教授 機械システム工学科テム システム

電磁気現象を利用した非破壊検査に
4 センシング工学 おける高感度化と傷形状の定置的評 福岡 克弘 准教授 電子システム工学科

価
固体蛍光材料への応用に向けた、 溶

1金属材料
液プロセスによる

鈴木 一正 助教 材料科学科蛍光ナノ粒子の複合化および構造設
計

塁
2 セラミックス ガラスの脆さ（もろさ）の評価技術 吉田 智 准教授 材料科学科

滋賀県立大学
材料

29 
「物質創生サロン」 3 

高分子機能設 精密ラジカル重合を用いた刺激応答
伊田 翔平 助教 材料科学科

畠 計 性ゲル材料の設計
4 材料力学 Sonic-lR法による欠陥の非破壊検出 田遷 裕貴 教授 機械システム工学科

酸素プラズマプロセスによる低温で

5デバイス工学 の物質表面酸化の試み： 柳澤 淳一 教授 電子システム工学科特に光触媒効果を持つ酸化チタン形
成への応用に向けて ＇

＊平成29年度から令和元年度までは、 工学部Techサロンと連携して実施しました。
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